
昭
和
五
十
二
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
一
号

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
八
条
第
二
項
及
び
第
四
項

並
び
に
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
一
条
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
号
ヌ
（
２
）
に

掲
げ
る
水
銀
処
理
物
（
以
下
「
基
準
不
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
い
う
。
）
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
埋
立
処
分
の
場
所
（
以
下
「
埋
立
地
」
と
い
う
。
）
の
周
囲
に
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立
地
に
立
ち
入
る
の

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
囲
い
（
次
項
第
十
七
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
埋
立
地
を
埋
立
処
分
以
外
の

用
に
供
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
埋
立
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
囲
い
、
杭
そ
の
他
の
設

備
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
入
口
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
様
式
第
一
に
よ
り
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
立
札

そ
の
他
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
地
盤
の
滑
り
を
防
止
し
、
又
は
最
終
処
分
場
に
設
け
ら
れ
る
設
備
の
沈
下
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
適
当
な
地
滑
り
防
止
工
又
は
沈
下
防
止
工
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
埋
め
立
て
る
一
般
廃
棄
物
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
の
擁
壁
、
え
ん
堤
そ
の
他
の
設
備
で
あ
つ
て
、
次
の
要

件
を
備
え
た
も
の
（
以
下
「
擁
壁
等
」
と
い
う
。
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
　
自
重
、
土
圧
、
水
圧
、
波
力
、
地
震
力
等
に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
埋
め
立
て
る
一
般
廃
棄
物
、
地
表
水
、
地
下
水
及
び
土
壌
の
性
状
に
応
じ
た
有
効
な
腐
食
防
止
の
た
め
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
処
分
を
行
つ
て

い
る
区
画
。
以
下
こ
の
号
、
次
号
及
び
次
項
第
十
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
の
浸
出
液
に
よ
る
公
共
の
水

域
及
び
地
下
水
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
次
に
掲
げ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
公
共
の

水
域
及
び
地
下
水
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
一
般
廃
棄
物
の
み
を
埋
め
立
て
る
埋
立

地
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
埋
立
地
（
地
下
の
全
面
に
厚
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
透
水
係
数
が
毎
秒
百
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
（
岩
盤
に
あ
つ
て
は
、
ル
ジ
オ
ン
値
が
一
）
以
下
で
あ
る
地
層
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
水
の
効
力
を

有
す
る
地
層
（
以
下
「
不
透
水
性
地
層
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

は
、
一
般
廃
棄
物
の
投
入
の
た
め
の
開
口
部
及
び
ニ
に
規
定
す
る
保
有
水
等
集
排
水
設
備
の
部
分
を
除
き
、

一
般
廃
棄
物
の
保
有
水
及
び
雨
水
等
（
以
下
「
保
有
水
等
」
と
い
う
。
）
の
埋
立
地
か
ら
の
浸
出
を
防
止
す

る
た
め
、
次
の
要
件
を
備
え
た
遮
水
工
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
水
の
効
力
を
有
す
る
遮
水
工
を
設
け
る

こ
と
。
た
だ
し
、
埋
立
地
の
内
部
の
側
面
又
は
底
面
の
う
ち
、
そ
の
表
面
に
不
透
水
性
地
層
が
あ
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（１）
　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
備
え
た
遮
水
層
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
効
力
を
有
す
る
遮
水
層
を
有
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
遮
水
層
が
敷
設
さ
れ
る
地
盤
（
以
下
「
基
礎
地
盤
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
そ
の
こ

う
配
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
そ
の
高
さ
が
保
有
水
等
の
水
位
が
達
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
高
さ
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
基
礎
地
盤
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
モ
ル
タ
ル
の
表
面
に
、
保

有
水
等
の
浸
出
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
遮
水
の
効
力
、
強
度
及
び
耐
久
力
を
有
す
る
遮
水
シ
ー
ト

（
以
下
「
遮
水
シ
ー
ト
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
ゴ
ム
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
遮
水
の

効
力
、
強
度
及
び
耐
久
力
を
有
す
る
物
を
遮
水
層
と
し
て
敷
設
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（イ）
　
厚
さ
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
透
水
係
数
が
毎
秒
十
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
以
下
で

あ
る
粘
土
そ
の
他
の
材
料
の
層
の
表
面
に
遮
水
シ
ー
ト
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（ロ）
　
厚
さ
が
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
透
水
係
数
が
毎
秒
一
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ

る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
層
の
表
面
に
遮
水
シ
ー
ト
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（ハ）
　
不
織
布
そ
の
他
の
物
（
二
重
の
遮
水
シ
ー
ト
が
基
礎
地
盤
と
接
す
る
こ
と
に
よ
る
損
傷
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
の
表
面
に
二
重
の
遮
水
シ
ー
ト
（
当
該
遮
水
シ
ー
ト
の
間
に
、
埋
立

処
分
に
用
い
る
車
両
の
走
行
又
は
作
業
に
よ
る
衝
撃
そ
の
他
の
負
荷
に
よ
り
双
方
の
遮
水
シ
ー
ト
が
同

時
に
損
傷
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
十
分
な
厚
さ
及
び
強
度
を
有
す
る
不
織
布
そ
の
他
の

物
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（２）
　
基
礎
地
盤
は
、
埋
め
立
て
る
一
般
廃
棄
物
の
荷
重
そ
の
他
予
想
さ
れ
る
負
荷
に
よ
る
遮
水
層
の
損
傷
を

防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
強
度
を
有
し
、
か
つ
、
遮
水
層
の
損
傷
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
平
ら
な
状

態
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
遮
水
層
の
表
面
を
、
日
射
に
よ
る
そ
の
劣
化
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
遮
光
の
効
力
を
有
す
る
不
織

布
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
光
の
効
力
及
び
耐
久
力
を
有
す
る
物
で
覆
う
こ
と
。
た
だ
し
、
日
射
に
よ

る
遮
水
層
の
劣
化
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
埋
立
地
（
地
下
の
全
面
に
不
透
水
性
地
層
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
保

有
水
等
の
埋
立
地
か
ら
の
浸
出
を
防
止
す
る
た
め
、
開
口
部
を
除
き
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
備
え
た
遮

水
工
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
遮
水
の
効
力
を
有
す
る
遮
水
工
を
設
け
る
こ
と
。

（１）
　
薬
剤
等
の
注
入
に
よ
り
、
当
該
不
透
水
性
地
層
ま
で
の
埋
立
地
の
周
囲
の
地
盤
が
、
ル
ジ
オ
ン
値
が
一

以
下
と
な
る
ま
で
固
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（２）
　
厚
さ
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
透
水
係
数
が
毎
秒
十
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ

る
壁
が
埋
立
地
の
周
囲
に
当
該
不
透
水
性
地
層
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（３）
　
鋼
矢
板
（
他
の
鋼
矢
板
と
接
続
す
る
部
分
か
ら
の
保
有
水
等
の
浸
出
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
埋
立
地
の
周
囲
に
当
該
不
透
水
性
地
層
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（４）
　
イ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
要
件

ハ
　
地
下
水
に
よ
り
遮
水
工
が
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
下
水
を
有
効
に
集
め
、
排
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
堅
固
で
耐
久
力
を
有
す
る
管

き
よ渠

そ
の
他
の
集
排
水
設
備
（
以
下
「
地
下
水
集
排
水
設
備
」
と
い

う
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

ニ
　
埋
立
地
に
は
、
保
有
水
等
を
有
効
に
集
め
、
速
や
か
に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
堅
固
で
耐
久
力
を
有
す

る
構
造
の
管

き
よ渠

そ
の
他
の
集
排
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
保
有
水
等
を
有
効

に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
堅
固
で
耐
久
力
を
有
す
る
構
造
の
余
水
吐
き
そ
の
他
の
排
水
設
備
。
以
下
「
保

有
水
等
集
排
水
設
備
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
雨
水
が
入
ら
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
埋
立
地
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
腐
敗
せ
ず
、
か
つ
、
保
有
水

が
生
じ
な
い
一
般
廃
棄
物
の
み
を
埋
め
立
て
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ホ
　
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
、
ヘ
に
規
定
す
る
浸
出
液
処
理
設
備
に
流
入
す
る
保
有
水
等
の

水
量
及
び
水
質
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
耐
水
構
造
の
調
整
池
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
水
面
埋
立
処

分
を
行
う
最
終
処
分
場
又
は
ヘ
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ヘ
　
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
保
有
水
等
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、

保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
保
有
水
等
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
放
流
水
の
水
質
を
別
表
第

一
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
ご
と
に
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
排
水
基
準
及
び
法
第
八
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定

す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
維
持
管
理
計
画
」
と
い
う
。
）
に
放
流

水
の
水
質
に
つ
い
て
達
成
す
る
こ
と
と
し
た
数
値
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置

法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
い
う
。
）
に
関
す
る

数
値
を
除
く
。
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
数
値
（
以
下
「
排
水
基
準
等
」
と
い
う
。
）
並
び

に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
総
理
府
令
第
六
十
七
号
）
別
表
第
二
の
下

欄
に
定
め
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
許
容
限
度
（
維
持
管
理
計
画
に
お
い
て
よ
り
厳
し
い
数
値
を
達
成
す
る
こ

1



と
と
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
値
）
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
浸
出
液
処
理
設
備
を
設
け
る
こ

と
。
た
だ
し
、
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
保
有
水
等
を
貯
留
す
る
た
め
の
十
分
な
容
量
の

耐
水
構
造
の
貯
留

そ
う槽

が
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
貯
留

そ
う槽

に
貯
留
さ
れ
た
保
有
水
等
が
当
該
最
終
処
分
場
以

外
の
場
所
に
設
け
ら
れ
た
本
文
に
規
定
す
る
浸
出
液
処
理
設
備
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
水
処
理
設
備

で
処
理
さ
れ
る
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ト
　
ヘ
に
規
定
す
る
浸
出
液
処
理
設
備
に
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
保
有
水
等
を
流
入
さ
せ

る
た
め
に
設
け
る
導
水
管
又
は
当
該
浸
出
液
処
理
設
備
の
配
管
（
以
下
「
導
水
管
等
」
と
い
う
。
）
の
凍
結

に
よ
る
損
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
は
、
有
効
な
防
凍
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
埋
立
地
の
周
囲
に
は
、
地
表
水
が
埋
立
地
の
開
口
部
か
ら
埋
立
地
へ
流
入
す
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
開

き
よ渠

そ
の
他
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
法
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一
　
埋
立
地
の
外
に
一
般
廃
棄
物
が
飛
散
し
、
及
び
流
出
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
　
最
終
処
分
場
の
外
に
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
　
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
消
火
器
そ
の
他
の
消
火
設
備
を
備
え

て
お
く
こ
と
。

四
　
ね
ず
み
が
生
息
し
、
及
び
蚊
、
は
え
そ
の
他
の
害
虫
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
薬
剤
の
散
布
そ
の
他
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
　
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
囲
い
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立
地
に
立
ち
入
る
の
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
た
だ
し
、
第
十
七
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
埋
立
地
を
埋
立
処
分

以
外
の
用
に
供
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
第
一
号
括
弧
書
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
囲
い
、
杭
そ
の
他

の
設
備
に
よ
り
埋
立
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
。

六
　
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
立
札
そ
の
他
の
設
備
は
、
常
に
見
や
す
い
状
態
に
し
て
お
く
と
と

も
に
、
表
示
す
べ
き
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
書
換
え
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

七
　
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
擁
壁
等
を
定
期
的
に
点
検
し
、
擁
壁
等
が
損
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

八
　
埋
め
立
て
る
一
般
廃
棄
物
の
荷
重
そ
の
他
予
想
さ
れ
る
負
荷
に
よ
り
、
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
（
（
１
）
か

ら
（
３
）
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
遮
水
工
が
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
一
般
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
る
前
に
遮
水
工
の
表
面
を
砂
そ
の
他
の
物
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

九
　
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
遮
水
工
を
定
期
的
に
点
検
し
、
そ
の
遮
水
効
果
が
低
下

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
回
復
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

十
　
埋
立
地
か
ら
の
浸
出
液
に
よ
る
最
終
処
分
場
の
周
縁
の
地
下
水
の
水
質
へ
の
影
響
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
二
以
上
の
場
所
か
ら
採
取
さ
れ
、
又
は
地
下
水
集
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ
れ
た
地
下
水
（
水
面
埋

立
処
分
を
行
う
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
埋
立
地
か
ら
の
浸
出
液
に
よ
る
最
終
処
分
場
の
周
辺
の
水
域
の
水

又
は
周
縁
の
地
下
水
の
水
質
へ
の
影
響
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
二
以
上
の
場
所
か
ら
採
取
さ
れ
た

当
該
水
域
の
水
又
は
当
該
地
下
水
）
の
水
質
検
査
を
次
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ
　
埋
立
処
分
開
始
前
に
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
（
以
下
「
地
下
水
等
検
査
項
目
」
と
い
う
。
）
、
電

気
伝
導
率
及
び
塩
化
物
イ
オ
ン
に
つ
い
て
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
最
終
処
分
場
の
周

縁
の
地
下
水
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
周
辺
の
水
域
の
水
又
は
周
縁
の
地
下

水
。
以
下
「
地
下
水
等
」
と
い
う
。
）
の
汚
染
の
有
無
の
指
標
と
し
て
電
気
伝
導
率
及
び
塩
化
物
イ
オ
ン
の

濃
度
を
用
い
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
電
気
伝
導
率
及
び
塩
化
物
イ
オ
ン
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
埋
立
処
分
開
始
後
、
地
下
水
等
検
査
項
目
に
つ
い
て
一
年
に
一
回
（
イ
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
最
終
処
分

場
に
あ
つ
て
は
、
六
月
に
一
回
）
以
上
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
埋
め
立
て
る
一
般
廃

棄
物
の
種
類
及
び
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
保
有
水
等
の
水
質
に
照
ら
し
て
地
下
水
等
の

汚
染
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
　
埋
立
処
分
開
始
後
、
電
気
伝
導
率
又
は
塩
化
物
イ
オ
ン
に
つ
い
て
一
月
に
一
回
以
上
測
定
し
、
か
つ
、
記

録
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
イ
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ニ
　
ハ
の
規
定
に
よ
り
測
定
し
た
電
気
伝
導
率
又
は
塩
化
物
イ
オ
ン
の
濃
度
に
異
状
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
、
地
下
水
等
検
査
項
目
に
つ
い
て
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。

十
一
　
前
号
イ
、
ロ
又
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
地
下
水
等
検
査
項
目
に
係
る
水
質
検
査
の
結
果
、
水
質
の
悪
化
（
そ

の
原
因
が
当
該
最
終
処
分
場
以
外
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
原
因
の
調
査
そ
の
他
の
生
活
環
境
の
保
全
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
二
　
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
地
に
雨
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
三
　
前
項
第
五
号
ホ
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
調
整
池
を
定
期
的
に
点
検
し
、
調
整
池
が
損
壊
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
四
　
前
項
第
五
号
ヘ
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
浸
出
液
処
理
設
備
の
維
持
管
理
は
、
次
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ
　
放
流
水
の
水
質
が
排
水
基
準
等
に
適
合
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
。

ロ
　
浸
出
液
処
理
設
備
の
機
能
の
状
態
を
定
期
的
に
点
検
し
、
異
状
を
認
め
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
　
放
流
水
の
水
質
検
査
を
次
に
よ
り
行
う
こ
と
。

（１）
　
排
水
基
準
等
に
係
る
項
目
（
（
２
）
に
規
定
す
る
項
目
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
一
年
に
一
回
以
上
測
定

し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。

（２）
　
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
浮
遊
物
質
量
及
び
窒
素
含
有

量
（
別
表
第
一
の
備
考
４
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
一
月
に
一
回
（
埋
め
立
て
る
一
般
廃

棄
物
の
種
類
及
び
保
有
水
等
の
水
質
に
照
ら
し
て
公
共
の
水
域
及
び
地
下
水
の
汚
染
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
一
回
）
以
上
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。

十
四
の
二
　
前
項
第
五
号
ト
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
有
効
な
防
凍
の
た
め
の
措
置
の
状
況
を
定
期
的
に
点
検

し
、
異
状
を
認
め
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
五
　
前
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
開

き
よ渠

そ
の
他
の
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
当
該
設

備
に
よ
り
埋
立
地
の
外
に
一
般
廃
棄
物
が
流
出
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
開

き
よ渠

に
堆
積
し
た
土
砂
等
の
速

や
か
な
除
去
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
六
　
通
気
装
置
を
設
け
て
埋
立
地
か
ら
発
生
す
る
ガ
ス
を
排
除
す
る
こ
と
。

十
七
　
埋
立
処
分
が
終
了
し
た
埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て

は
、
埋
立
処
分
が
終
了
し
た
区
画
。
以
下
こ
の
号
、
次
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ニ
に
お

い
て
同
じ
。
）
は
、
厚
さ
が
お
お
む
ね
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
砂
に
よ
る
覆
い
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
覆
い
に
よ
り
開
口
部
を
閉
鎖
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
埋
立
地
に
つ
い

て
は
、
同
号
イ
（
１
）
（
イ
）
か
ら
（
ハ
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
備
え
た
遮
水
層
に
不
織
布
を
敷
設
し

た
も
の
の
表
面
を
土
砂
で
覆
つ
た
覆
い
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
水
の
効
力
、
遮
光
の
効
力
、
強
度
及
び
耐

久
力
を
有
す
る
覆
い
に
よ
り
閉
鎖
す
る
こ
と
。

十
八
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
し
た
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
九
　
残
余
の
埋
立
容
量
に
つ
い
て
一
年
に
一
回
以
上
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。

二
十
　
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
一
般
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
令
第
三
条
第

三
号
ヌ
（
３
）
に
掲
げ
る
水
銀
処
理
物
（
以
下
「
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
い
う
。
）
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、

そ
の
旨
を
含
む
。
）
及
び
数
量
、
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
に
当
た
つ
て
行
つ
た
点
検
、
検
査
そ
の
他
の
措
置

（
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
応
急
の
措
置
を
含
む
。
）
の
記
録
並
び
に
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又

は
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
を
埋
め
立
て
た
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
位
置
を
示
す
図
面
を
作
成
し
、
当
該
最
終
処

分
場
の
廃
止
ま
で
の
間
、
保
存
す
る
こ
と
。

３
　
法
第
九
条
第
五
項
（
法
第
九
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
は
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分

2



場
に
あ
つ
て
は
次
の
と
お
り
と
し
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て

は
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
す
る
。

一
　
最
終
処
分
場
が
、
第
一
項
（
第
一
号
、
第
二
号
並
び
に
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
技
術
上

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

二
　
最
終
処
分
場
の
外
に
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
ね
ず
み
が
生
息
し
、
及
び
蚊
、
は
え
そ
の
他
の
害
虫
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

五
　
前
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
地
下
水
等
の
水
質
が
、
次
に
掲
げ
る
水
質
検
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
号
イ
、
ロ
又
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
地
下

水
等
検
査
項
目
に
係
る
水
質
検
査
の
結
果
、
水
質
の
悪
化
（
そ
の
原
因
が
当
該
最
終
処
分
場
以
外
に
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。
）
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
前
項
第
十
号
ロ
又
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
地
下
水
等
検
査
項
目
に
係
る
水
質
検
査
の
結
果
、
地
下
水
等
の
水

質
が
、
地
下
水
等
検
査
項
目
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
当
該
地
下
水
等
検
査
項
目
に
係
る
別
表
第
二
下
欄
に
掲

げ
る
基
準
に
現
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
前
項
第
十
号
イ
、
ロ
又
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
地
下
水
等
検
査
項
目
に
係
る
水
質
検
査
の
結
果
、
当
該
検
査

に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
数
値
の
変
動
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
地
下
水
等
の
水
質
が
、
地
下
水
等
検
査
項
目
の
い

ず
れ
か
に
つ
い
て
当
該
地
下
水
等
検
査
項
目
に
係
る
別
表
第
二
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

六
　
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
保
有
水
等
の
水
質
が
、
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
頻
度
で
二
年
（
埋
め
立
て
る
一
般
廃
棄
物
の
性
状
を
著
し
く
変
更
し
た
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
変
更
以
後
の
二
年
）
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
水
質
検
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て

排
水
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
埋

立
地
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
排
水
基
準
等
に
係
る
項
目
（
ロ
に
掲
げ
る
項
目
を
除
く
。
）
　
六
月
に
一
回
以
上

ロ
　
前
項
第
十
四
号
ハ
（
２
）
に
規
定
す
る
項
目
　
三
月
に
一
回
以
上

七
　
埋
立
地
か
ら
ガ
ス
の
発
生
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
又
は
ガ
ス
の
発
生
量
の
増
加
が
二
年
以
上
に
わ

た
り
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

八
　
埋
立
地
の
内
部
が
周
辺
の
地
中
の
温
度
に
比
し
て
異
常
な
高
温
に
な
つ
て
い
な
い
こ
と
。

九
　
前
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
覆
い
に
よ
り
開
口
部
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
　
前
項
第
十
七
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
覆
い
に
つ
い
て
は
、
沈
下
、
亀
裂
そ
の
他
の
変
形
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
。

十
一
　
埋
立
地
か
ら
の
浸
出
液
又
は
ガ
ス
が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
そ
の
他
の
最
終
処
分
場
が
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が
現
に
生
じ
て
い
な
い
こ
と
。

十
二
　
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
に
雨
水

が
浸
入
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
一
条
の
二
　
法
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
基
準
不
適
合
水
銀
処

理
物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
技
術
上
の
基
準
は
、
前

条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
埋
立
地
の
周
囲
に
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立
地
に
立
ち
入
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
囲
い
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
入
口
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
様
式
第
一
に
よ
り
基
準
不
適
合
水
銀
処
理
物
の
最
終
処
分
場
で
あ
る
こ
と
を
表

示
す
る
立
札
そ
の
他
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
埋
立
地
に
は
、
一
般
廃
棄
物
の
投
入
の
た
め
の
開
口
部
を
除
き
、
次
の
要
件
を
備
え
た
外
周
仕
切
設
備
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
　
日
本
産
業
規
格A

一
一
〇
八
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
試
験
方
法
）
に
よ
り
測
定
し
た
一
軸
圧
縮
強

度
が
一
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
二
十
五
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
上
で
、
水
密
性
を
有
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
造
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
厚
さ
が
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮

断
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
。

ロ
　
前
条
第
一
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
埋
め
立
て
た
一
般
廃
棄
物
と
接
す
る
面
が
遮
水
の
効
力
及
び
腐
食
防
止
の
効
力
を
有
す
る
材
料
で
十
分
に

覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
地
表
水
、
地
下
水
及
び
土
壌
の
性
状
に
応
じ
た
有
効
な
腐
食
防
止
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

ホ
　
目
視
等
に
よ
り
損
壊
の
有
無
を
点
検
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四
　
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
埋
立
容
量
が
二
百
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
埋
立
地
は
、

前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
た
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
、
一
区
画
の
面
積
が
お
お
む
ね
五
十
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
一
区
画
の
埋
立
容
量
が
お
お
む
ね
二
百
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に

区
画
す
る
こ
と
。

２
　
法
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
は
、
前
条

第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
、
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
十
五
号
及
び
第
十
九
号
の
規
定

の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
囲
い
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立
地
に
立
ち
入
る
の
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

二
　
埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
処
分
を
行
お
う

と
す
る
区
画
）
に
た
ま
つ
て
い
る
水
は
、
当
該
埋
立
地
又
は
区
画
に
お
け
る
埋
立
処
分
開
始
前
に
排
除
す
る
こ

と
。

三
　
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
外
周
仕
切
設
備
及
び
同
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
内

部
仕
切
設
備
を
定
期
的
に
点
検
し
、
こ
れ
ら
の
設
備
の
損
壊
又
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
保
有
水
の

浸
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
最
終
処
分
場
へ
の
一
般
廃
棄
物
の
搬
入
及
び
埋

立
処
分
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
設
備
の
損
壊
又
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
保
有
水
の
浸

出
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
　
埋
立
処
分
が
終
了
し
た
埋
立
地
は
、
速
や
か
に
前
項
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
た
覆
い

に
よ
り
閉
鎖
す
る
こ
と
。

五
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
し
た
埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ

い
て
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
し
た
区
画
）
に
つ
い
て
は
、
覆
い
を
定
期
的
に
点
検
し
、
覆
い
の
損
壊
又

は
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
保
有
水
の
浸
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に

覆
い
の
損
壊
又
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
保
有
水
の
浸
出
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

六
　
埋
立
地
（
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
処
分
を
行

つ
て
い
る
区
画
）
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
水
銀
処
理
物
の
数
量
及
び
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
に
当
た
つ
て
行
つ

た
点
検
、
検
査
そ
の
他
の
措
置
（
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
応
急
の
措
置
を
含
む
。
）
の
記
録

を
作
成
し
、
当
該
最
終
処
分
場
の
廃
止
ま
で
の
間
、
保
存
す
る
こ
と
。

３
　
法
第
九
条
第
五
項
（
法
第
九
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
は
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
に
あ
つ
て
は
前
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
十
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
次
の
と
お
り
と

し
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
と
す
る
。

一
　
最
終
処
分
場
が
、
前
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な

い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

二
　
前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
覆
い
に
よ
り
埋
立
地
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
又
は
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
外
周
仕
切

設
備
に
つ
い
て
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

3



（
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
二
条
　
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
技
術
上
の
基
準
は
、
第

一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
入
口
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
様
式
第
二
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
令
第
七
条
第
十
四
号
イ
に
掲

げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以
下
「
遮
断
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
令
第
六
条
の
五
第

一
項
第
三
号
イ
（
１
）
か
ら
（
７
）
ま
で
に
掲
げ
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
も

の
に
あ
つ
て
は
有
害
な
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
、
当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の

用
に
供
さ
れ
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
有
害
な
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
）
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
立
札
そ

の
他
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
遮
断
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
要
件
を
備
え

て
い
る
こ
と
。

イ
　
埋
立
地
の
周
囲
に
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立
地
に
立
ち
入
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
囲
い
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
埋
立
地
に
は
、
産
業
廃
棄
物
の
投
入
の
た
め
の
開
口
部
を
除
き
、
次
の
要
件
を
備
え
た
外
周
仕
切
設
備
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（１）
　
日
本
産
業
規
格
Ａ
一
一
〇
八
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
試
験
方
法
）
に
よ
り
測
定
し
た
一
軸
圧
縮

強
度
が
一
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
二
十
五
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
上
で
、
水
密
性
を
有
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
造
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
厚
さ
が
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
又
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
遮
断
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
条
第
一
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

（３）
　
埋
め
立
て
た
産
業
廃
棄
物
と
接
す
る
面
が
遮
水
の
効
力
及
び
腐
食
防
止
の
効
力
を
有
す
る
材
料
で
十
分

に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

（４）
　
地
表
水
、
地
下
水
及
び
土
壌
の
性
状
に
応
じ
た
有
効
な
腐
食
防
止
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

（５）
　
目
視
等
に
よ
り
損
壊
の
有
無
を
点
検
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
埋
立
容
量
が
二
百
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
埋
立
地

は
、
ロ
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
た
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
、
一
区
画
の
面
積
が
お

お
む
ね
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
一
区
画
の
埋
立
容
量
が
お
お
む
ね
二
百
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
な
い
よ
う
に
区
画
す
る
こ
と
。

三
　
令
第
七
条
第
十
四
号
ロ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以
下
「
安
定
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）

に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ
　
埋
立
地
の
周
囲
に
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立
地
に
立
ち
入
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
囲
い
（
次
項

第
二
号
ト
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
囲
い
、
杭
そ
の
他
の
設
備
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
擁
壁
等
の
安
定
を
保
持
す
る
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
埋
立
地
の
内
部
の
雨
水
等
を

排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
埋
め
立
て
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物
へ
の
安
定
型
産
業
廃
棄
物
（
令
第
六
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
安

定
型
産
業
廃
棄
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
廃
棄
物
の
付
着
又
は
混
入
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の

水
質
検
査
に
用
い
る
浸
透
水
（
安
定
型
産
業
廃
棄
物
の
層
を
通
過
し
た
雨
水
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を

埋
立
地
か
ら
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
（
以
下
「
採
取
設
備
」
と
い
う
。
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
令
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以
下
「
管
理
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）

に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

２
　
法
第
十
五
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準

は
、
第
一
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
遮
断
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
は
、
第
一
条
第
二
項
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
十
五
号
及
び
第
十

九
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
前
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
囲
い
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立
地
に
立
ち
入
る
の
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

ロ
　
埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
処
分
を
行
お

う
と
す
る
区
画
）
に
た
ま
つ
て
い
る
水
は
、
当
該
埋
立
地
又
は
区
画
に
お
け
る
埋
立
処
分
開
始
前
に
排
除
す

る
こ
と
。

ハ
　
前
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
外
周
仕
切
設
備
及
び
同
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
内

部
仕
切
設
備
を
定
期
的
に
点
検
し
、
こ
れ
ら
の
設
備
の
損
壊
又
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
保
有
水

の
浸
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
最
終
処
分
場
へ
の
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
及

び
埋
立
処
分
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
設
備
の
損
壊
又
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
保
有

水
の
浸
出
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ニ
　
埋
立
処
分
が
終
了
し
た
埋
立
地
は
、
速
や
か
に
前
項
第
二
号
ロ
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
掲
げ
る
要
件

を
備
え
た
覆
い
に
よ
り
閉
鎖
す
る
こ
と
。

ホ
　
ニ
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
し
た
埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ

い
て
は
、
ニ
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
し
た
区
画
）
に
つ
い
て
は
、
覆
い
を
定
期
的
に
点
検
し
、
覆
い
の
損
壊
又

は
埋
め
立
て
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
保
有
水
の
浸
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か

に
覆
い
の
損
壊
又
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
保
有
水
の
浸
出
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

ヘ
　
埋
立
地
（
前
項
第
二
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
処
分

を
行
つ
て
い
る
区
画
）
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
種
類
及
び
数
量
並
び
に
最
終
処
分
場
の
維
持
管

理
に
当
た
つ
て
行
つ
た
点
検
、
検
査
そ
の
他
の
措
置
（
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
応
急
の
措

置
を
含
む
。
）
の
記
録
を
作
成
し
、
当
該
最
終
処
分
場
の
廃
止
ま
で
の
間
、
保
存
す
る
こ
と
。

二
　
安
定
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
は
、
第
一
条
第
二
項
第
七
号
、
第
十
九
号
及
び
第
二
十
号
の
規
定
の
例
に

よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
二
十
号
中
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産

業
廃
棄
物
」
と
、
「
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
令
第
三
条
第
三
号
ヌ
（
３
）
に
掲
げ
る
水
銀
処
理
物
（
以
下

「
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
あ

る
の
は
「
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
前
項
第
三
号
イ
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
囲
い
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立
地
に
立
ち
入
る
の
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
た
だ
し
、
ト
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
埋
立
地
に
つ
い
て

は
、
同
号
イ
括
弧
書
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
囲
い
、
杭
そ
の
他
の
設
備
に
よ
り
、
埋
立
地
の
範
囲
を
明

ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
。

ロ
　
産
業
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
る
前
に
、
最
終
処
分
場
に
搬
入
し
た
産
業
廃
棄
物
を
展
開
し
て
当
該
産
業
廃
棄

物
へ
の
安
定
型
産
業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
の
付
着
又
は
混
入
の
有
無
に
つ
い
て
目
視
に
よ
る
検
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
安
定
型
産
業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
の
付
着
又
は
混
入
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該

産
業
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
な
い
こ
と
。

ハ
　
浸
透
水
に
よ
る
最
終
処
分
場
の
周
縁
の
地
下
水
の
水
質
へ
の
影
響
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
二

以
上
の
場
所
か
ら
採
取
さ
れ
た
地
下
水
の
水
質
検
査
を
次
に
よ
り
行
う
こ
と
。

（１）
　
埋
立
処
分
開
始
前
に
地
下
水
等
検
査
項
目
に
つ
い
て
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。

（２）
　
埋
立
処
分
開
始
後
、
地
下
水
等
検
査
項
目
に
つ
い
て
一
年
に
一
回
以
上
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
浸
透
水
の
水
質
等
に
照
ら
し
て
当
該
最
終
処
分
場
の
周
縁
の
地
下
水
の
汚
染
が
生
ず
る
お

そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ニ
　
ハ
の
規
定
に
よ
る
水
質
検
査
の
結
果
、
水
質
の
悪
化
（
そ
の
原
因
が
当
該
最
終
処
分
場
以
外
に
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
原
因
の
調
査
そ
の
他
の
生
活
環
境
の

保
全
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
採
取
設
備
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
浸
透
水
の
水
質
検
査
を
、
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
頻
度
で
行
い
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。

（１）
　
地
下
水
等
検
査
項
目
　
一
年
に
一
回
以
上

4



（２）
　
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
又
は
化
学
的
酸
素
要
求
量
　
一
月
に
一
回
（
埋
立
処
分
が
終
了
し
た
埋
立
地

に
お
い
て
は
、
三
月
に
一
回
）
以
上

ヘ
　
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
最
終
処
分
場
へ
の
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
及
び
埋
立
処
分
の
中
止
そ
の

他
生
活
環
境
の
保
全
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（１）
　
ホ
（
１
）
に
掲
げ
る
項
目
に
係
る
水
質
検
査
の
結
果
、
地
下
水
等
検
査
項
目
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
当

該
地
下
水
等
検
査
項
目
に
係
る
別
表
第
二
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
き
。

（２）
　
ホ
（
２
）
に
掲
げ
る
項
目
に
係
る
水
質
検
査
の
結
果
、
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ

き
二
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
て
い
る
と
き
、
又
は
化
学
的
酸
素
要
求
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
四
十
ミ
リ

グ
ラ
ム
を
超
え
て
い
る
と
き
。

ト
　
埋
立
処
分
が
終
了
し
た
埋
立
地
を
埋
立
処
分
以
外
の
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、
厚
さ
が
お
お
む
ね
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
砂
等
の
覆
い
に
よ
り
開
口
部
を
閉
鎖
す
る
こ
と
。

チ
　
ト
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
し
た
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
ト
に
規
定
す
る
覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
　
管
理
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
は
、
第
一
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
七
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
（
鉱
さ

い
、
ば
い
じ
ん
等
ガ
ス
を
発
生
す
る
お
そ
れ
の
な
い
産
業
廃
棄
物
の
み
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て

は
、
第
十
六
号
を
除
く
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
二
十
号
中
「
一
般
廃

棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
「
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
令
第
三
条
第
三
号
ヌ
（
３
）
に
掲

げ
る
水
銀
処
理
物
（
以
下
「
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
い
う
。
）
が
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
含
有
産
業
廃
棄

物
が
」
と
、
「
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
を
」
と
あ
る
の
は
「
廃
水
銀
等
を
処
分
す

る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
、
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
を
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
は
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は

第
一
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
十
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
し
、
廃
棄

物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
と
す
る
。

一
　
遮
断
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
三
項
第
五
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
最
終
処
分
場
が
、
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
第
一
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
一
項

第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

ロ
　
前
項
第
一
号
ニ
に
規
定
す
る
覆
い
に
よ
り
埋
立
地
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物
又
は
第
一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
外
周

仕
切
設
備
に
つ
い
て
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
安
定
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
三
項
第
七
号
及
び
第
八
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に

よ
る
こ
と
。

イ
　
最
終
処
分
場
が
、
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
第
一
条
第
一
項
第
三
号
、
第
一
項
第

三
号
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
一
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
技

術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

ロ
　
前
項
第
二
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
地
下
水
の
水
質
が
、
次
に
掲
げ
る
水
質
検
査
の
結
果
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
号
ハ
の
規
定
に
よ
る
水
質
検
査
の

結
果
、
水
質
の
悪
化
（
そ
の
原
因
が
当
該
最
終
処
分
場
以
外
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。
）
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（１）
　
前
項
第
二
号
ハ
（
２
）
の
規
定
に
よ
る
水
質
検
査
の
結
果
、
地
下
水
の
水
質
が
、
地
下
水
等
検
査
項
目

の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
当
該
地
下
水
等
検
査
項
目
に
係
る
別
表
第
二
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
に
現
に
適
合
し

て
い
な
い
こ
と
。

（２）
　
前
項
第
二
号
ハ
の
規
定
に
よ
る
水
質
検
査
の
結
果
、
当
該
検
査
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
数
値
の
変
動
の
状

況
に
照
ら
し
て
、
地
下
水
の
水
質
が
、
地
下
水
等
検
査
項
目
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
当
該
地
下
水
等
検
査

項
目
に
係
る
別
表
第
二
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

ハ
　
採
取
設
備
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
浸
透
水
の
水
質
に
つ
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行

わ
れ
た
水
質
検
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

地
下
水
等
検
査
項
目

別
表
第
二
下
欄
に
掲
げ
る
基
準

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ニ
　
厚
さ
が
お
お
む
ね
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
砂
等
の
覆
い
に
よ
り
開
口
部
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

三
　
管
理
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
三
項
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
二
号
の
規
定
の
例

に
よ
る
ほ
か
、
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
一
項
第
四
号
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
（
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）

に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三

項
第
十
二
号
中
「
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
あ
る
の
は
、
「
廃
水
銀
等
を
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
十
五
条
の
二
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に

限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
を
産
業
廃
棄
物
と
み
な
し
て
、
前

二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
水
質
検
査
の
方
法
）

第
三
条
　
第
一
条
第
二
項
第
十
号
（
前
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
場

合
を
含
む
。
）
、
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
ハ
（
前
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
場

合
を
含
む
。
）
、
第
一
条
第
三
項
第
六
号
（
前
条
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
を

含
む
。
）
、
前
条
第
二
項
第
二
号
ハ
及
び
ホ
並
び
に
同
条
第
三
項
第
二
号
ハ
の
規
定
に
よ
る
水
質
検
査
は
、
環
境
大

臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

１
　
こ
の
命
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
中
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
第
一
条

（
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
十
三
号
及
び
第
十
六
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

３
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
中
の
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
第
二
条

（
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
部
分
、
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
第

一
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
十
六
号
に
係
る
部
分
並
び
に
第
二
項
第
三
号
中
第
一
条
第
二
項
第

十
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
四
月
二
八
日
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
一
号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
七
月
三
日
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
一
号
）

こ
の
命
令
は
、
平
成
四
年
七
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
二
月
一
四
日
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
一
号
）

こ
の
命
令
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
五
年

十
二
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
六
月
一
六
日
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
平
成
十
年
六
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
こ
の
命
令
の
施
行
の
際

現
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
五
号
。
以
下

「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許
可
を

申
請
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可
又
は
当
該
申
請
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
旧
法
第
九
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
市
町
村
の
当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
い
う
。
以
下
こ

5



の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る

改
正
後
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令

（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
次
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
か
ら
第

四
号
ま
で
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の

基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改

正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る

技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
第

一
号
中
「
次
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第

二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
す
る
。

２
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
平
成
十
年
六
月
十
七
日
以
後

初
め
て
改
正
法
附
則
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
の

当
該
許
可
に
係
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
改
正
法
附
則
第
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
新
法
第
九
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
市
町
村
の
当
該
届
出
に
係
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
に
限
る
。
）
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
次
の
」

と
あ
る
の
は
「
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
五
号
ヘ
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産

業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理

府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第

一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
次
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
第
十

七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
五
号
ヘ
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
旧

令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
、
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ

り
排
出
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
」

と
す
る
。

３
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
次
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
一

号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
五
号
イ
（
３
）
及
び
ヘ
並
び
に
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・

厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条

第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
次
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
第
十
七
号

（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
五
号
イ
（
３
）
中
「
遮
水
層
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
に
規

定
す
る
遮
水
工
」
と
、
同
号
ヘ
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条

第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
、
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ

れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
」
と
、
「
）

及
び
法
第
八
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
に
放
流
水
の
水

質
に
つ
い
て
達
成
す
る
こ
と
と
し
た
数
値
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
数
値
（
以
下
「
排
水
基
準

等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
「
排
水
基
準
等
」
と
い
う
。
）
」
と
す
る
。

４
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
平
成
十
年
六
月
十
七
日
以
後
初
め

て
改
正
法
附
則
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
法
第
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
の
当

該
許
可
に
係
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
改
正
法
附
則
第
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ

た
新
法
第
九
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
市
町
村
の
当
該
届
出
に
係
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
限
る
。
）
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
次
の
」
と

あ
る
の
は
「
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
五
号
イ
（
３
）
及
び
ヘ
並
び
に
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平

成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と

い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
次
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は

「
次
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
五
号
イ
（
３
）
中
「
遮
水
層
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一

項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
遮
水
工
」
と
、
同
号
ヘ
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
の

は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
、
「
保
有
水
等
集
排
水
設

備
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ

れ
る
」
と
す
る
。

５
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
次
の
」

と
あ
る
の
は
「
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に

係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下

「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
号
イ
を
除

く
。
）
、
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
、
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
平
成
十
年
改
正
命
令
に

よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る

命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

同
号
）
、
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
第
五
号
た
だ
し
書
中
「
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
、
同
項
第
八
号
中

「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
（
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号

イ
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
と
、
同

項
第
十
号
中
「
二
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
一
以
上
」
と
、
同
項
第
十
二
号
中
「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ

る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同
項
第
十
四
号
中
「
前
項
第
五
号
ヘ
」
と
あ
る
の
は

「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ハ
」
と
、
同
号
イ
及
び
ハ
（
１
）
中
「
排
水
基
準
等
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一

条
第
一
項
第
五
号
ハ
に
規
定
す
る
排
水
基
準
」
と
、
同
項
第
十
七
条
た
だ
し
書
中
「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」

と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同
項
第
十
八
号
中
「
前
号
」
と
あ
る
の
は
「
前

号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第

十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
す
る
。

６
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
平
成
十
年
六
月
十
七
日
以
後

初
め
て
改
正
法
附
則
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
法
第
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者

の
当
該
許
可
に
係
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
改
正
法
附
則
第
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
新
法
第
九
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
市
町
村
の
当
該
届
出
に
係
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
に
限
る
。
）
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部

分
中
「
次
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令

第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

第
十
号
イ
を
除
く
。
）
、
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
、
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
平
成
十

年
改
正
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の

基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
同
号
）
、
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
第
五
号
た
だ
し
書
中
「
第
十
七
号
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉

鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
一
号
括
弧
書
」

と
、
同
項
第
八
号
中
「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
（
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第

一
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項

第
五
号
イ
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
二
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
一
以
上
」
と
、
同
項
第
十
二
号
中
「
前
項
第
五
号
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ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同
項
第
十
七
条
た
だ
し
書
中

「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同
項
第
十
八
号

中
「
前
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に

よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施

行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
す
る
。

７
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
次
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部

を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
の
施

行
前
に
埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
号
イ
を
除
く
。
）
、
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
、

第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
平
成
十
年
改
正
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一

条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
、
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
に
掲

げ
る
」
と
、
同
項
第
五
号
た
だ
し
書
中
「
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行

前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
項
第
一

号
括
弧
書
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
（
（
１
）
か

ら
（
３
）
ま
で
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
五

号
イ
又
は
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
と
、
同
項
第
十
二
号
中
「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ

し
書
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同
項
第
十
七
号
た
だ
し
書
中
「
前
項
第

五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同
項
第
十
八
号
中
「
前

号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉

鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に

旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
す
る
。

８
　
平
成
十
年
十
二
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
一
項
（
第
一
号
、
第
二
号
並
び
に
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令

第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第

五
号
イ
及
び
ロ
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号

ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規

定
す
る
排
水
設
備
）
」
と
、
「
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
頻
度
で
二
年
（
埋
め
立
て
る
一
般
廃
棄
物
の
性
状
を

著
し
く
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
変
更
以
後
の
二
年
）
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
保

有
水
等
の
浸
出
が
公
共
の
水
域
及
び
地
下
水
に
及
ぼ
す
影
響
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
二
回
以
上
の
」

と
、
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施

行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条

第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
）
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
十
七
号
（
平

成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

同
号
）
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
覆
い
」
と
あ
る
の
は
「
覆
い
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条

第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も

の
）
」
と
す
る
。

９
　
平
成
十
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
一
項
（
第
一
号
、
第
二
号
並
び
に

第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」

と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は

「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令

第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
）
」
と
、
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
「
六
月
」
と
、
「
第
一
項
第
五

号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条

第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た

だ
し
書
）
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の

施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項

第
十
号
中
「
覆
い
」
と
あ
る
の
は
「
覆
い
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た

だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
）
」
と
す
る
。

10
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
廃

止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
一
項
（
第
一
号
、
第
二
号
並
び
に
第
五

号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成

十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い

う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
旧

令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一

条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
）
」
と
、
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
」
と
、
「
第
一
項
第
五
号
ニ

た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二

項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し

書
）
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行

前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
十

号
中
「
覆
い
」
と
あ
る
の
は
「
覆
い
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
）
」
と
す
る
。

11
　
平
成
十
一
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
二
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
一
項
（
第
一
号
、
第
二
号
並
び

に
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」

と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は

「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令

第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
）
」
と
、
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
六
月
」
と
、
「
第
一
項

第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第

一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号

ロ
た
だ
し
書
）
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命

令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、

同
項
第
十
号
中
「
覆
い
」
と
あ
る
の
は
「
覆
い
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四

号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
）
」
と
す
る
。

12
　
平
成
十
二
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
一
項
（
第
一
号
、
第
二
号
並
び
に
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二

号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号

イ
及
び
ロ
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に

規
定
す
る
集
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す

7



る
排
水
設
備
）
」
と
、
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
（
平
成
十
年

改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
）
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
覆
い
」
と
あ
る
の
は
「
覆
い
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行

前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
も
の
）
」
と
す
る
。

（
既
存
遮
断
型
最
終
処
分
場
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
既
存
遮
断
型
最
終
処
分
場
（
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る

者
又
は
許
可
を
申
請
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可
又
は
当
該
申
請
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以
下
「
既

存
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四

十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
十
四
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
遮
断
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
前
条
第
二
項
第
十
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
二
項
第
十
号
（
一
般

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正

す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に

埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
イ
を
除
く
。
）
」
と
、
同
号
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

新
令
第
一
条
第
二
項
第
十
号
中
「
二
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
一
以
上
」
と
、
新
令
第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
次

に
」
と
あ
る
の
は
「
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
ホ
及
び
ヘ
並
び
に
平
成
十
年
改
正
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
」
と
、
同
号
ハ
中
「
前
項
第
二
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
旧

令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
と
、
「
同
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
ロ
」
と
、
同
号
ホ

中
「
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ハ
」
と
、
同
号
ヘ
中
「
前
項
第
二
号
ハ
」
と
あ
る
の
は

「
旧
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
ロ
」
と
す
る
。

３
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
遮
断
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
新
令
第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
前
条
第
二
項
第
十
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
二
項
第
十
号
（
一
般
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る

命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
埋
立

処
分
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
イ
を
除
く
。
）
」
と
、
「
次
に
」
と
あ
る
の
は
「
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
ホ
及

び
ヘ
並
び
に
平
成
十
年
改
正
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
と

こ
ろ
に
」
と
、
同
号
ハ
中
「
前
項
第
二
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
と
、
「
同
号
ハ
」

と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
ロ
」
と
、
同
号
ホ
中
「
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
二
条
第
一
項
第

一
号
ハ
」
と
、
同
号
ヘ
中
「
前
項
第
二
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
ロ
」
と
す
る
。

４
　
既
存
遮
断
型
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
一
号
イ
中
「
第
一

項
第
二
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の

基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
一

般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧

令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
と
、
同
号
ロ
中
「
前
項
第
一
号
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
二
条

第
二
項
第
一
号
ハ
」
と
、
同
号
ハ
中
「
第
一
項
第
二
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
と

す
る
。

（
既
存
安
定
型
最
終
処
分
場
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
安
定
型
最
終
処
分
場
（
既
存
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
う
ち
令
第
七
条
第
十
四
号
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
技
術
上
の
基
準

に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
次
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
イ
の
」
と
す
る
。

２
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
安
定
型
最
終
処
分
場
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第

二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
次
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
イ
及
び
ハ
の
」
と
す
る
。

３
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
安
定
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
次
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
イ
、
ロ
、
ト
及
び
チ
に
掲
げ
る
と
こ

ろ
に
よ
る
」
と
す
る
。

４
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
安
定
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
新
令
第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
次
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
次
（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産

業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理

府
・
厚
生
省
令
第
二
号
）
の
施
行
前
に
埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
イ
、
ロ
、
ハ
（
２
）
及
び

ニ
か
ら
チ
ま
で
）
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
と
す
る
。

５
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
安
定
型
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
次
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
イ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
と
、

同
号
イ
中
「
、
第
一
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
第
一
項
第
三
号
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
一

項
第
三
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
第
四
号
」
と
す
る
。

６
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
安
定
型
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

新
令
第
二
条
第
三
項
第
二
号
イ
中
「
、
第
一
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
第
一
項
第
三
号
」
と
、
「
同
条
第

一
項
第
四
号
及
び
第
一
項
第
三
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
第
四
号
」
と
す
る
。

（
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
（
既
存
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
う
ち
令
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
次
項
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係

る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下

「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
」
と
、
新
令

第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
項
第
十
七

号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定

に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
す
る
。

２
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
（
平
成
十
年
六
月
十
七
日
以
後
初
め

て
改
正
法
附
則
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
法
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
の
許
可
を
受

け
た
者
の
当
該
許
可
に
係
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
限
る
。
）
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二

条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
、
第
五
号
ヘ
及
び
第
六
号
並
び
に
一

般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改

正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改

正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令

（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
の
」
と
、
新
令
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に

よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
第

十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
五
号
ヘ
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
旧

令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
、
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ

り
排
出
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
」

と
す
る
。

３
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
技

術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
四

号
、
第
五
号
イ
（
３
）
及
び
ヘ
並
び
に
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二

号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄

8



物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号

イ
及
び
ロ
の
」
と
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
項

第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号

の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
五
号
イ
（
３
）
中
「
遮
水
層
」
と
あ
る

の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
遮
水
工
」
と
、
同
号
ヘ
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り

集
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」

と
、
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す

る
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
」
と
、
「
）
及
び
法
第
八
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
に
放
流
水
の
水
質
に
つ
い
て
達
成
す
る
こ
と
と
し
た
数
値
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場

合
に
お
け
る
当
該
数
値
（
以
下
「
排
水
基
準
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
「
排
水
基
準
等
」
と
い
う
。
）

」
と
す
る
。

４
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
（
平
成
十
年
六
月
十
七
日
以
後
初
め
て
改

正
法
附
則
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
法
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た

者
の
当
該
許
可
に
係
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
限
る
。
）
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第

一
項
第
四
号
中
「
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
、
第
五
号
イ
（
３
）
及
び
ヘ
並
び
に
第
六

号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令

の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）

に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め

る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
の
」
と
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
第
十
七
号
（
平

成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

同
号
）
」
と
、
同
項
第
五
号
イ
（
３
）
中
「
遮
水
層
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
に
規
定
す

る
遮
水
工
」
と
、
同
号
ヘ
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一

項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
」
と
、
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
」

と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
」
と
す
る
。

５
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で

（
鉱
さ
い
、
ば
い
じ
ん
等
ガ
ス
を
発
生
す
る
お
そ
れ
の
な
い
産
業
廃
棄
物
の
み
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
に
あ

つ
て
は
、
同
項
第
十
六
号
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十

年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
埋
立
処
分
が
開
始
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
号
イ
を
除
く
。
）
、
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
（
腐
敗
物
（
令
第
六
条
第
一
項

第
三
号
ヲ
に
規
定
す
る
腐
敗
物
を
い
う
。
）
を
含
む
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
以
外
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て

は
、
第
十
六
号
を
除
く
。
）
、
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
平
成
十
年
改
正
命
令
に
よ
る
改
正
前

の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下

「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
、
第
十

八
号
及
び
第
十
九
号
」
と
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
二
項
第
五
号
た

だ
し
書
中
「
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第

十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
あ
る
の
は

「
前
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
（
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
を
除
く
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
」
と
あ
る
の
は

「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
二
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
一
以
上
」
と
、
同
項
第
十

二
号
中
「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同
項
第

十
四
号
中
「
前
項
第
五
号
ヘ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ハ
」
と
、
同
号
イ
及
び
ハ
（
１
）
中

「
排
水
基
準
等
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ハ
に
規
定
す
る
排
水
基
準
」
と
、
同
項
第
十
七
号

た
だ
し
書
中
「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同

項
第
十
八
号
中
「
前
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四

号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
（
平
成
十
年
改

正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」

と
す
る
。

６
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
（
平
成
十
年
六
月
十
七
日
以
後
初
め

て
改
正
法
附
則
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
法
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
の
許
可
を
受

け
た
者
の
当
該
許
可
に
係
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
限
る
。
）
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

新
令
第
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
（
鉱
さ
い
、
ば
い
じ
ん
等
ガ
ス
を
発
生
す
る
お
そ

れ
の
な
い
産
業
廃
棄
物
の
み
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
十
六
号
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上

の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年

改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
号
イ
を
除
く
。
）
、
第

十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
（
腐
敗
物
（
令
第
六
条
第
一
項
第
三
号
ヲ
に
規
定
す
る
腐
敗
物
を
い
う
。
）
を
含
む

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
以
外
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
十
六
号
を
除
く
。
）
、
第
十
七
号
（
平
成
十
年

改
正
命
令
の
施
行
前
に
平
成
十
年
改
正
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の

規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
、
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
」
と
、
同
項
の
規
定
に
よ
り

そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
二
項
第
五
号
た
だ
し
書
中
「
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七

号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
前

項
第
五
号
イ
又
は
ロ
（
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
」

と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
と
、
同
項
第

十
号
中
「
二
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
一
以
上
」
と
、
同
項
第
十
二
号
中
「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の

は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同
項
第
十
七
号
た
だ
し
書
中
「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し

書
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、
同
項
第
十
八
号
中
「
前
号
」
と
あ
る
の
は

「
前
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二

項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
す
る
。

７
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
新
令
第
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
（
鉱
さ
い
、
ば
い
じ
ん
等
ガ
ス
を
発
生
す
る

お
そ
れ
の
な
い
産
業
廃
棄
物
の
み
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
十
六
号
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術

上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十

年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
号
イ
を
除
く
。
）
、

第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
（
腐
敗
物
（
令
第
六
条
第
一
項
第
三
号
ヲ
に
規
定
す
る
腐
敗
物
を
い
う
。
）
を
含

む
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
以
外
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
十
六
号
を
除
く
。
）
、
第
十
七
号
（
平
成
十

年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
平
成
十
年
改
正
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号

の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
、
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
」
と
、
同
号
の
規
定
に
よ

り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
二
項
第
五
号
た
だ
し
書
中
「
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
一
号
括
弧
書
」
と
、
同
項
第
八
号
中

「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
（
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号

イ
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
五
号
イ
又
は
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
と
、
同

項
第
十
二
号
中
「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
」
と
、

同
項
第
十
七
号
た
だ
し
書
中
「
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ

し
書
」
と
、
同
項
第
十
八
号
中
「
前
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条

第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
「
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
号

9



（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
号
）
」
と
す
る
。

８
　
平
成
十
年
十
二
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
中
「
同
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
（
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二

号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号

イ
及
び
ロ
」
と
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
保
有
水

等
集
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行

う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
）
」
と
、
「
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ

に
掲
げ
る
頻
度
で
二
年
（
埋
め
立
て
る
一
般
廃
棄
物
の
性
状
を
著
し
く
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
変
更

以
後
の
二
年
）
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
保
有
水
等
の
浸
出
が
公
共
の
水
域
及
び
地
下
水
に
及

ぼ
す
影
響
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
二
回
以
上
の
」
と
、
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の

は
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
）
」
と
、
同
項
第
九

号
中
「
前
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二

項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
覆
い
」
と
あ
る

の
は
「
覆
い
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
）
」
と
す
る
。

９
　
平
成
十
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
廃

止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
中
「
同
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で

（
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平

成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と

い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
」
と
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第

一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る

集
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設

備
）
」
と
、
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
「
六
月
」
と
、
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
五

号
ニ
た
だ
し
書
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉

鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
）
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
十

七
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規

定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
覆
い
」
と
あ
る
の
は
「
覆
い
（
平

成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
同
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
）
」
と
す
る
。

10
　
平
成
十
一
年
六
月
十
七
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
廃
止
の

技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
中
「
同
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
（
第
五

号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年

総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）

第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
」
と
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
三

項
第
六
号
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備

（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
）
」
と
、

「
二
年
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
」
と
、
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し

書
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
）
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
十
七
号
」
と
あ

る
の
は
「
前
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉

鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
覆
い
」
と
あ
る
の
は
「
覆
い
（
平
成
十
年
改
正

命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同

号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
）
」
と
す
る
。

11
　
平
成
十
一
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
二
年
六
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の

廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
中
「
同
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で

（
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平

成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と

い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
」
と
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第

一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
保
有
水
等
集
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る

集
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設

備
）
」
と
、
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
六
月
」
と
、
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項

第
五
号
ニ
た
だ
し
書
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
）
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項

第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号

の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
覆
い
」
と
あ
る
の
は
「
覆
い

（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
同
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
）
」
と
す
る
。

12
　
平
成
十
二
年
六
月
十
七
日
以
後
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
中
「
同
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
（
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
平
成
十
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
二
号
。

以
下
「
平
成
十
年
改
正
命
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
イ
及

び
ロ
」
と
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
保
有
水
等
集

排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
集
水
設
備
（
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
埋

立
地
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
排
水
設
備
）
」
と
、
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し

書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十

四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
）
」

と
、
同
項
第
九
号
中
「
前
項
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
十
七
号
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧

令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
）
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
覆

い
」
と
あ
る
の
は
「
覆
い
（
平
成
十
年
改
正
命
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
た
だ
し
書
の
規
定

に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
）
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
一
四
日
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
命
令
は
、
平
成
十
二
年
一
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
の
工
事
が
さ
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百

号
）
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
技
術
上
の
基
準
の
う
ち
浸
出
液
処
理
設
備
に
係
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ヘ
（
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
例
に
よ
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
三
年
一
月
十
四
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
三
号
）

10



こ
の
命
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
環
境
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
九
日
環
境
省
令
第
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
三
年
間
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
規
定
中
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

海
域
以
外
の
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
一
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
ほ
う
素
一
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

海
域
以
外
の
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
一
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
ほ
う
素
五
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

海
域
以
外
の
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
一
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
ふ
つ
素
八
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

海
域
以
外
の
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
一
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
ふ
つ
素
一
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
に
〇
・
四
を
乗

じ
た
も
の
、
亜
硝
酸
性
窒
素
及
び
硝
酸
性
窒
素
の
合
計
量

一
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
に
〇
・
四
を
乗

じ
た
も
の
、
亜
硝
酸
性
窒
素
及
び
硝
酸
性
窒
素
の
合
計
量

二
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

（
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許
可
を
申
請
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可

又
は
当
該
申
請
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い

る
市
町
村
の
当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る

技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
別
表
第
一
及
び
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
ま

で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
（
新
令
別
表
第
一
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物
の
項
並
び
に
ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
化
合
物
、
亜
硝
酸
化
合
物
及
び
硝
酸
化
合
物
の
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
六
項
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第

六
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る

頻
度
で
二
年
（
埋
め
立
て
る
一
般
廃
棄
物
の
性
状
を
著
し
く
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
変
更
以
後
の
二

年
）
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
、
「
保
有
水
等
の
浸
出
が
公
共
の
水
域
及
び
地
下
水
に
及
ぼ
す
影

響
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
二
回
以
上
の
」
と
す
る
。

３
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
廃
止
の

技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
六
月
」
と
す
る
。

４
　
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
年
」
と

す
る
。

５
　
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
廃
止
の

技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
年
六
月
」
と
す
る
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
三
項
第
六
号
（
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
廃
止
に
係
る
水

質
検
査
の
結
果
の
う
ち
旧
令
別
表
第
一
ふ
つ
素
含
有
量
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
は
、
新

令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
当
該
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
廃
止
に
係
る
水
質

検
査
の
結
果
の
う
ち
新
令
別
表
第
一
ふ
つ
素
及
び
そ
の
化
合
物
に
係
る
も
の
と
み
な
す
。

（
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者

又
は
許
可
を
申
請
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可
又
は
当
該
申
請
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
う
ち
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条

第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

新
令
別
表
第
一
及
び
附
則
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

２
　
平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
廃

止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た

新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
頻
度
で
二
年
（
埋
め
立
て
る
一
般
廃
棄
物
の
性

状
を
著
し
く
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
変
更
以
後
の
二
年
）
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
」
と
あ
る
の

は
、
「
保
有
水
等
の
浸
出
が
公
共
の
水
域
及
び
地
下
水
に
及
ぼ
す
影
響
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
二
回

以
上
の
」
と
す
る
。

３
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術

上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
新
令
第
一

条
第
三
項
第
六
号
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
六
月
」
と
す
る
。

４
　
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
廃

止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た

新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
年
」
と
す
る
。

５
　
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術

上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
新
令
第
一

条
第
三
項
第
六
号
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
年
六
月
」
と
す
る
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
令
第
一

条
第
三
項
第
六
号
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
既
存
管
理
型
最
終

処
分
場
の
廃
止
に
係
る
水
質
検
査
の
結
果
の
う
ち
旧
令
別
表
第
一
ふ
つ
素
含
有
量
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

の
省
令
の
施
行
後
は
、
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
新
令
第
一
条

第
三
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
当
該
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
の
廃
止
に
係
る
水
質
検
査
の
結
果
の

う
ち
新
令
別
表
第
一
ふ
つ
素
及
び
そ
の
化
合
物
に
係
る
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
一
月
二
八
日
環
境
省
令
第
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
七
日
環
境
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
第
一
条
中
規
則
第
一
条
の
七
の
二
か
ら
第
一
条
の
七
の
五
ま
で
を
加
え
る
改
正
規
定
、
規
則
第
七
条
の
二
の

改
正
規
定
、
規
則
第
七
条
の
二
の
二
及
び
第
七
条
の
九
を
加
え
る
改
正
規
定
、
規
則
第
八
条
の
五
の
二
の
改
正

規
定
、
規
則
第
八
条
の
五
の
三
を
加
え
る
改
正
規
定
、
規
則
第
八
条
の
二
十
及
び
第
十
条
の
十
二
の
改
正
規
定

並
び
に
規
則
様
式
第
一
号
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
の
規
定
　
平
成
十
七
年
四
月
一
日

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
七
月
二
六
日
環
境
省
令
第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
、
令
第
二
条
の
四
第
五
号
ヘ
に
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規
定
す
る
廃
石
綿
等
及
び
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
新
規

則
第
五
条
の
五
第
一
項
第
五
号
及
び
第
二
項
第
四
号
（
規
則
第
五
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び

新
規
則
第
十
二
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
条
の
五
の
二
第
一
項

第
四
号
及
び
第
二
項
第
四
号
の
二
（
規
則
第
五
条
の
十
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五

条
の
十
第
一
項
第
五
号
、
第
五
条
の
十
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
十
二
条
の
十
一
第
一
項
第
六
号
、
第
十
二
条
の

十
一
の
二
第
一
項
第
二
号
ヘ
及
び
第
三
号
ニ
並
び
に
第
二
項
第
二
号
ハ
及
び
第
三
号
ハ
、
第
十
二
条
の
三
十
四
第

三
項
第
六
号
及
び
第
四
項
第
三
号
、
第
十
二
条
の
三
十
五
第
二
項
第
八
号
、
第
十
二
条
の
三
十
六
第
四
号
、
第
十

二
条
の
三
十
八
第
一
項
第
五
号
（
規
則
第
十
二
条
の
三
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

並
び
に
第
十
五
条
の
八
第
三
項
第
六
号
及
び
第
四
項
第
三
号
並
び
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
新
最
終
処
分
基
準
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
十
号
（
新
最
終
処
分
基
準
省
令
第
二
条
第
二
項
第
二

号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
、
そ
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
一
月
一
〇
日
環
境
省
令
第
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と

い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可

又
は
当
該
申
請
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
、
同
法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い

る
市
町
村
の
当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
同
法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
し
て
い
る
者
の
当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
限
る
。
）
に
係
る

技
術
上
の
基
準
及
び
維
持
管
理
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
六
月
間
は
、
第
三
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
最
終
処
分
基
準
省
令
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
廃
棄
物
処
理
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許
可
を
申
請
し

て
い
る
者
の
当
該
許
可
又
は
当
該
申
請
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
及
び
維
持
管

理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
六
月
間
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
最
終
処
分
基
準

省
令
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
一
般
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
所
に
お
い
て
一
般
廃
棄
物
の

埋
立
処
分
を
行
う
場
合
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三

百
号
）
第
三
条
第
三
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十

六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
一
条
の
七
の
三
第
三
号
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
並
び
に
同
規
則
第
一
条
の
七

の
四
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
六
月
間
は
、
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
最
終
処
分
基
準
省
令
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
海
洋
汚
染
防
止
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
排
出
方
法
に
よ
る
排

出
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
の
排
出
を
行
っ
て
い
る
者
が
行
う
排
出
に
係
る
埋
立

場
所
等
（
海
洋
汚
染
防
止
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
立
場
所
等
を
い
う
。
）
に
設
け
ら
れ
て
い
る

余
水
吐
き
か
ら
流
出
す
る
海
水
の
水
質
に
つ
い
て
余
水
吐
き
か
ら
流
出
す
る
海
水
の
水
質
に
つ
い
て
の
基
準
を
定

め
る
省
令
（
昭
和
五
十
二
年
総
理
府
令
第
三
十
八
号
）
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
排
水
基
準
に
つ
い
て
は
、
施

行
日
か
ら
六
月
間
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
最
終
処
分
基
準
省
令
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
省
令
の
附
則
に
お
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
月
二
八
日
環
境
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条
　
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
許
可
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
既
存
届
出
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
「
新
最
終
処
分
基
準
省

令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ト
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
新
最
終
処
分
基
準
省
令
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
新
最
終
処
分

基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
ト
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条
　
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
許
可
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
既
存
届
出
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
係
る
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
最
終
処
分
基
準
省
令
第
一
条
第
二

項
第
十
四
号
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
係
る
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基

準
に
つ
い
て
は
、
新
最
終
処
分
基
準
省
令
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

新
最
終
処
分
基
準
省
令
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
二
月
二
一
日
環
境
省
令
第
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十

七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の

当
該
許
可
又
は
当
該
申
請
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
同
法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
て
い
る
市
町
村
の
当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以
下
「
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
」
と
い
う
。
）
並
び
に
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の

当
該
許
可
又
は
当
該
申
請
に
係
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三

百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以
下
「
既
存
管

理
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
に
係
る
技
術
上
の
基
準
及
び
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
当
分

の
間
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術

上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
一
・
四―

ジ
オ
キ
サ
ン
の
項
中
「
〇
・
五

ミ
リ
グ
ラ
ム
」
と
あ
る
の
は
「
一
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
と
す
る
。

２
　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
既
存
管
理
型
最
終
処

分
場
に
係
る
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
（
新
令
別
表
第
一
の
一
・
四―

ジ
オ
キ
サ
ン
の
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以

下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
（
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
中
「
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
頻
度
で
二
年
（
埋
め

立
て
る
一
般
廃
棄
物
の
性
状
を
著
し
く
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
変
更
以
後
の
二
年
）
以
上
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
、
「
保
有
水
等
の
浸
出
が
公
共
の
水
域
及
び
地
下
水
に
及
ぼ
す
影
響
の
有
無
を
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
る
二
回
以
上
の
」
と
す
る
。

３
　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
及
び
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
係
る
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六

号
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
六
月
」
と
す
る
。

４
　
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
及
び
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
係
る
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号

中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
年
」
と
す
る
。
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５
　
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
既
存
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
及
び
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
に
係
る
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六

号
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
年
六
月
」
と
す
る
。

（
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
一
般
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
行
っ
て
い
る
埋
立
処
分
の
場
所
（
既
存
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
を
含
む
。
以
下
「
既
存
一
般
廃
棄
物
埋
立
地
」
と
い
う
。
）
及
び
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を

行
っ
て
い
る
埋
立
処
分
の
場
所
（
既
存
管
理
型
最
終
処
分
場
を
含
む
。
以
下
「
既
存
産
業
廃
棄
物
埋
立
地
」
と
い

う
。
）
に
係
る
規
則
第
一
条
の
七
の
三
第
三
号
並
び
に
第
一
条
の
七
の
四
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
イ
（
令
第
六
条

第
一
項
第
三
号
ホ
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
三
条
第
三
号
ロ
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
放
流
水
及
び
保
有
水
等
の
水
質
に
係
る
最
終
処
分
基
準
省
令
別
表
第
一
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
同
表
の
一
・
四―

ジ
オ
キ
サ
ン
の
項
中
「
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
〇
ミ
リ

グ
ラ
ム
」
と
す
る
。

（
余
水
吐
き
か
ら
流
出
す
る
海
水
の
水
質
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六

年
政
令
第
二
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
掲
げ
る
排
出
方
法
に
よ
る
排
出
又
は
同
条

第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
の
排
出
を
行
っ
て
い
る
者
が
行
う
排
出
に
係
る
埋
立
場
所
等
（
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
立
場
所
等
を
い
う
。
）
に
設
け
ら
れ
て
い
る
余
水
吐
き
か
ら
流
出
す
る
海
水
の
水
質
に

係
る
余
水
吐
き
か
ら
流
出
す
る
海
水
の
水
質
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
二
年
総
理
府
令
第
三

十
八
号
）
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
排
水
基
準
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
新
令
別
表
第
一
の
一
・
四―

ジ
オ

キ
サ
ン
の
項
中
「
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
二
五
日
環
境
省
令
第
四
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十

七
号
。
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可
又
は
当
該
申

請
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
同
法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
市
町
村

の
当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
並
び
に
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は

許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可
又
は
当
該
申
請
に
係
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
）
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
廃

止
の
技
術
上
の
基
準
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化

合
物
の
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
（
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号

の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
水
質
検
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
項
目
に
つ

い
て
排
水
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
と
あ
る
の
は
、
「
水
質
検
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
項

目
に
つ
い
て
排
水
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
平
成
二
十
八
年
三
月
十
四
日
ま
で
に
行
わ
れ

た
水
質
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
で
定
め
る
排
水
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
）
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
六
月
二
〇
日
環
境
省
令
第
一
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
中
一
般
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
別
表
第
二
の
改
正
規
定
（
塩
化

ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
の
項
中
「
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
」
を
「
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
別
名
塩
化
ビ
ニ
ル
又
は
塩
化
ビ

ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
）
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
条
中
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対

処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
別
表
第
三
の
改
正
規
定
（
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
の
項
中
「
塩
化
ビ
ニ
ル
モ

ノ
マ
ー
」
を
「
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
別
名
塩
化
ビ
ニ
ル
又
は
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
）
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る

。
）
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十

七
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可
又
は
当
該
申
請

に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
同
法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
市
町
村
の

当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
並
び
に
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許

可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可
又
は
当
該
申
請
に
係
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
廃
止
の

技
術
上
の
基
準
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に

係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
項
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
三
項
第
六
号
（
新
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
水
質
検
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
排
水
基

準
等
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
と
あ
る
の
は
、
「
水
質
検
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て

排
水
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
平
成
二
十
八
年
九
月
十
四
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
水
質
検
査

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
で
定
め
る
排
水
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
）
」
と

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
九
日
環
境
省
令
第
一
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第

三
百
号
）
第
三
条
第
三
号
ヌ
に
規
定
す
る
水
銀
処
理
物
及
び
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

二
条
の
四
第
五
号
ニ
に
規
定
す
る
廃
水
銀
等
を
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ

る
改
正
後
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省

令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
最
終
処
分
基
準
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
十
号
（
新
最
終
処
分

基
準
省
令
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項

第
十
二
号
（
新
最
終
処
分
基
準
省
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
一
条
の
二
、
第
二
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
様
式
第
二
備
考
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
七
日
環
境
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
〇
日
環
境
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
一
条
、
第
二
条
関
係
）

ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

水
銀
及
び
ア
ル
キ
ル
水
銀
そ
の
他
の
水
銀
化

合
物

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
水
銀
〇
・
〇
〇
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
カ
ド
ミ
ウ
ム
〇
・
〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
鉛
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
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有
機

り
ん燐

化
合
物
（
パ
ラ
チ
オ
ン
、
メ
チ
ル
パ

ラ
チ
オ
ン
、
メ
チ
ル
ジ
メ
ト
ン
及
び
エ
チ
ル

パ
ラ
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
ノ
ベ
ン
ゼ
ン
ホ

ス
ホ
ネ
イ
ト
（
別
名
Ｅ
Ｐ
Ｎ
）
に
限
る
。
）

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
六
価
ク
ロ
ム
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ひ砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
砒
素
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

シ
ア
ン
化
合
物

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
シ
ア
ン
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

四
塩
化
炭
素

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
二―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
四
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
一―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

シ
ス―

一
・
二―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
四
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
一
・
一―

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
一
・
二―

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
六
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
三―

ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

チ
ウ
ラ
ム

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
六
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

シ
マ
ジ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ベ
ン
ゼ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
セ
レ
ン
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
四―

ジ
オ
キ
サ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

海
域
以
外
の
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
、

当
分
の
間
、
ほ
う
素
五
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

海
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
、
当
分
の
間
、
ほ
う
素

二
三
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ふ
つ
素
及
び
そ
の
化
合
物

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ふ
つ
素
一
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
（
海
域
以
外
の
公

共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
は
、
当
分
の
間
、
適
用
す
る
も
の
と
す

る
。
）

ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
化
合
物
、
亜

硝
酸
化
合
物
及
び
硝
酸
化
合
物

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
、
当
分
の
間
、
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
に
〇
・
四
を

乗
じ
た
も
の
、
亜
硝
酸
性
窒
素
及
び
硝
酸
性
窒
素
の
合
計
量
二
〇
〇
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
下

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
）

海
域
以
外
の
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
五
・
八
以
上
八
・
六
以

下
　
海
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
五
・
〇
以
上
九
・
〇
以
下

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
六
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

化
学
的
酸
素
要
求
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
九
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

浮
遊
物
質
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
六
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
抽
出
物
質
含
有
量

（
鉱
油
類
含
有
量
）

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
抽
出
物
質
含
有
量

（
動
植
物
油
脂
類
含
有
量
）

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
三
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

フ
ェ
ノ
ー
ル
類
含
有
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

銅
含
有
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

亜
鉛
含
有
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

溶
解
性
鉄
含
有
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

溶
解
性
マ
ン
ガ
ン
含
有
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ク
ロ
ム
含
有
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

大
腸
菌
群
数

一
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
日
間
平
均
三
、
〇
〇
〇
個
以
下

窒
素
含
有
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
二
〇
（
日
間
平
均
六
〇
）
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

燐
含
有
量

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
六
（
日
間
平
均
八
）
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

備
考

１
　
「
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
」
と
は
、
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
検
査
し
た
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
結
果
が
当
該
検
査
方
法
の
定
量
限
界
を
下
回
る
こ
と
を
い
う
。

２
　
「
日
間
平
均
」
に
よ
る
排
水
基
準
値
は
、
一
日
の
排
出
水
の
平
均
的
な
汚
染
状
態
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ

る
。

３
　
海
域
及
び
湖
沼
に
排
出
さ
れ
る
放
流
水
に
つ
い
て
は
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
を
除
き
、
そ
れ
以
外
の
公
共
用

水
域
に
排
出
さ
れ
る
放
流
水
に
つ
い
て
は
化
学
的
酸
素
要
求
量
を
除
く
。

４
　
窒
素
含
有
量
に
つ
い
て
の
排
水
基
準
は
、
窒
素
が
湖
沼
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
著
し
い
増
殖
を
も
た
ら
す
お
そ

れ
が
あ
る
湖
沼
と
し
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
湖
沼
、
海
洋
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
著
し
い
増
殖
を
も
た
ら
す
お
そ
れ

が
あ
る
海
域
（
湖
沼
で
あ
つ
て
水
の
塩
素
イ
オ
ン
含
有
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
九
、
〇
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え

る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
海
域
及
び
こ
れ
ら
に
流
入
す
る
公
共
用
水
域
に
排
出

さ
れ
る
排
出
水
に
限
つ
て
適
用
す
る
。

５
　
燐
含
有
量
に
つ
い
て
の
排
水
基
準
は
、
燐
が
湖
沼
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
著
し
い
増
殖
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が

あ
る
湖
沼
と
し
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
湖
沼
、
海
洋
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
著
し
い
増
殖
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ

る
海
域
と
し
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
海
域
及
び
こ
れ
ら
に
流
入
す
る
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
排
出
水
に
限
つ
て

適
用
す
る
。

別
表
第
二
（
第
一
条
、
第
二
条
関
係
）

ア
ル
キ
ル
水
銀

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

総
水
銀

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
〇
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

カ
ド
ミ
ウ
ム

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

鉛

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

六
価
ク
ロ
ム

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

砒
素

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

全
シ
ア
ン

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

四
塩
化
炭
素

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
二―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
四
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
一―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
二―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
シ
ス―

一
・
二―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
ト
ラ
ン
ス

―

一
・
二―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
合
計
量
〇
・
〇
四
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
一
・
一―

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
一
・
二―

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
六
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
三―

ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

チ
ウ
ラ
ム

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
六
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
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シ
マ
ジ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ベ
ン
ゼ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

セ
レ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
・
四―
ジ
オ
キ
サ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
別
名
塩
化
ビ
ニ
ル

又
は
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
）

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

備
考

「
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。
」
と
は
、
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
検
査
し
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
結
果
が
当
該
検
査
方
法
の
定
量
限
界
を
下
回
る
こ
と
を
い
う
。

様
式
第
一
（
第
一
条
関
係
）

様式第一（第一条関係）

--

備考  　

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

一 般 廃 棄 物 の 最 終 処 分 場

一般廃棄物の種類

 埋立処分の期間 年　　　月 年　　　月

 管　理  者  名 連　絡　先

寸法の単位は、センチメートルとする。

2
5

2
5

2
5

２５５０５０

２００

１
０
０
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様
式
第
二
（
第
二
条
関
係
）

様式第二（第二条関係）

--

備考  　1 　寸法の単位は、センチメートルとする。
2

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

産 業 廃 棄 物 の 最 終 処 分 場

産業廃棄物の種類

 埋立処分の期間 年　　　月 年　　　月

　遮断型最終処分場のうち、令第６条の５第１項第３号イ（1)から(7)までに掲
げる特別管理産業廃棄物の埋立処分の用に供されるものにあつては、「産業廃棄
物の最終処分場」とあるのは「有害な特別管理産業廃棄物の最終処分場」と、当
該特別管理産業廃棄物の埋立処分の用に供されないものにあつては、「産業廃棄
物の最終処分場」とあるのは「有害な産業廃棄物の最終処分場」とする。

 管　理  者  名 連　絡　先

2
5

2
5

2
5

２５５０５０

２００

１
０
０
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